
 

第 58 回 インテリア設計士資格検定 

＜２級学科試験＞ 

１．試験時間：1時間 30 分（午前 10 時～11 時 30 分） 

２．ページ数：問題＝9ページ（表紙を含まず）  解答用マークシート＝3枚 

３．問 題 数：18 問 150 アイテム  

４．注意事項 

 (１)試験監督員の指示があるまで、この表紙は開かないでください。 

 (２)試験監督員の指示に従って問題のページ数を確認してください。ページ不揃いの場合は手をあげ、取り替え 

てもらってください。 

ページ数は各ページの右下に記入してありますので、記入部分のみ調べてください。 

※今回は 1/9 から 9/9 までです。 

(３)「開始」の合図で始めてください。 

(４)質問があるときは、黙って手をあげてください。ただし、原則として質問には答えられません。 

(５)試験終了時間前に解答ができあがった場合は、試験監督員の指示に従ってください。 

 (６）「終了」の合図と同時に終了し、試験監督員の指示に従って提出・退室してください。 

 (７)この問題用紙はお持ち帰りください。 

 (８)手洗いに立ちたいときは黙って手をあげ、試験監督員の指示に従ってください。ただし、原則として学科試 

験中のトイレ休憩は認められません。 

(９)携帯電話の電源は、必ず切ってください。 

５．解答用紙(マークシート)の注意事項                              

 (１)受験票に記載の協会名(都道府県名のみ)と、氏名、フリガナを記入してください。 

受験番号は、１マスに１文字を記入し、それに対応する位置にマークしてください。 

 (２)マークは、2Ｂ以上の濃さの鉛筆で○内を確実に塗りつぶし、外にはみ出さないようにしてください。 

 
             良い例 
     マークの仕方 
             悪い例 

 

(３)解答数以上マークした場合は、間違いになります。 

(４)訂正は消しゴムで確実に消してください。消しくずや汚れがあると、読み取り機の誤作動で採点ミスになる 

ことがありますので、十分注意してください。 

(５)所定欄以外にマークしたり、記入したりしないでください。 

(６)汚したり、ホッチキス部分以外を折り曲げたりしないでください。 

 

 

 

 

 

 

ページ数確認箇所 ： 次ページ以降のこの部分を確認する。 



01．次の少子高齢化社会を見据えたインテリア設計に関する記述の Ａ ～ Ｊ に、下記語群から最も適

切なものを選び解答欄の番号にマークしなさい。  

１）少子高齢化社会を迎えますます要望されるデザインは、まず高齢者や障害者などに対応する   Ａ  であり

この考えを一歩推し進め、対象を限定せずすべての人々にとっての使い勝手を考えたのが Ｂ である。       

 Ｃ  はその実例である。この考えを  Ｄ  に適応した場合、身体機能のあらゆる変化に対応出来るとい

う意味では有効であっても、経年変化は個別的・部分的で、すべての人に向くと考えられたものが無駄で

過剰となることもある。むしろ個別のニーズに合わせた改装の方が合理的で経済的と考えられる。 

  Ｂ  は  Ｅ  でこそきわめて有効に機能する。 
 

語群：1)公共施設                        2)バリアフリーデザイン 

3)ノーマライゼーションデザイン    4)個人住宅 

5)ユニバーサルデザイン             6)高齢者施設 

7)多目的トイレ                    8)ピクトグラム 
 
２）建物の用途を変えないまま、家族構成や  Ｆ  の変化に応じて、間取りや使い勝手、内装のデザインなどを

大きく変え、付加価値を高める改修工事を  Ｇ   といい、古くなった設備機器や仕上げ材などの刷新を意

味する Ｈ  とは区別される。一方、オフィスから住宅、住宅から飲食店などのように、今ある建物の機能

や用途を変更して、新しい機能として更新させる改修工事を  Ｉ  という。少子高齢化社会において空き家

や空きビルの増加が危惧される中、注目されている分野である。この場合、元の建物が  Ｊ  で設計されて

いると施工が容易となる。これは構造躯体と内装・設備を明確に分離して、前者は耐用性を重視し、後者で

個別のニーズに対応するという考えである。建物の長寿命化に貢献し、結果的にエコにも貢献する方式でも

ある。 
 
 

 

   

 

 
 

02．次の日本の平民のインテリアの歴史に関する次の記述の Ａ ～ Ｌ の部分に、それぞれの語群の中

から最も適切なものを選び、解答欄の番号にマークしなさい。 

１）  Ａ  とは「変わった家」、「風雅な家」を意味する。この形式の造りは主として  Ｂ  の町人の住居であ

る。本格的には  Ｃ  の延長上にあるものだが、民家の趣を取り入れた  Ｄ  の影響を受けている。これは

単純で、しゃれた意匠のものが好まれ、現代の和室のデザインはこの流れを汲むものである。 

    語群：1)寝殿造  2)茶室   3)数奇屋  4)書院造  5)江戸時代  6)室町時代                    

２) 町家とは商人や職人の住まいで、道に添って軒を並べて建ち並ぶ。形状は通りに面して  Ｅ  のが特徴で、

道から奥に通じる土間は  Ｆ  と呼ばれた。採光・通風などを補うための  Ｇ  もよく見られる。町に暮ら

す俸給生活者の住まいは  Ｈ  と称された。 

 語群：1)間口が狭く奥行きが長い  2)犬走り  3)仕舞家（しもたや）   4)通り庭・走り庭   

        5)棟割り長屋              6)坪庭               

３）典型的民家のひとつである江戸時代の農家の特徴として、土間に面した床のある部分が  Ｉ  型をした平面

がある。土間に面した北側の部屋に  Ｊ  を設けることが多い。また一般的に主家と別棟に  Ｋ  などが建

つ。上層農家では役人を迎えるための床の間のある座敷や玄関、  Ｌ  が設けられた。 

 語群：1)囲炉裏  2)田の字  3)水屋  4)長屋門  5)厩（うまや）  6)冠木門（かぶきもん）        

 

 

 

語群：1)サスティナブルデザイン      2)ライフステージ 

3)ライフサイクルデザイン      4)インサイドアウト  

5)スケルトン・インフィル         6)リフォーム  

   7)リノベーション                  8)コンバージョン    
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03．次の西洋家具の各グループの中に一つだけ標題とは異なったものが含まれている。その椅子を選び、 

解答欄の番号にマークしなさい。 

Ａ）ロココ様式の椅子 

１）クイーンアン様式の
椅子 

２）ガウディの椅子 ３）ウイングチェア ４）フォトゥーユ 

      

 Ｂ）ネオクラシズム時代の家具 

１）ヴァン・デ・ヴェル
デの椅子 

２）シェラトン様式の 
椅子 

３）アダム様式の椅子 
４）ヘップルホワイト 

様式の椅子 

 
 

   
 

Ｃ）（英国を含む）アールヌーボーの椅子 

１）バレットチェア 
（バチェラーズチェア） 

２）マジョレルの椅子 ３）ギマールの椅子 
４）アーガイルハイバッ

クチェア 

 
   

 
 

 

Ｄ）バウハウスの椅子 

１）バルセロナチェア ２）チェスカチェア ３）ＭＲチェア ４）ダイヤモンドチェア 

    

 Ｅ）北欧モダンの椅子 

１）ラウンジチェア ２）スワンチェア ３）Yチェア ４）ピーコックチェア 
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04．次の人間工学に関する記述の Ａ ～ Ｊ に最も適切なものをそれぞれの語群から選び、解答欄の番

号にマークしなさい。  

１）人体の各部の寸法は身長に対して比例関係にあるが、身長を 1としたときに、上肢拳上高は  Ａ  で、下腿 

  高は  Ｂ  に相当する。 

    語群：1) 0.25   2) 0.35   3) 1.2   4) 1.3                                              

２）人の体のプロポーションは加齢によって異なってくるが、日本人の場合、新生児では約  Ｃ  であるが、成 

人期なると  Ｄ  程度となる。 

    語群：1) 3 頭身  2) 4 頭身  3) 7 頭身  4) 8 頭身                                           

 ３）一般的な食堂のテーブル高さは  Ｅ  cm で、それに対する椅子の座面高さは  Ｆ  cm が望ましいとされて 

いる。人間工学では座面高さを座位基準点（座骨結節点）とし、天板高さとの差を「差尺」と呼ぶ。 

    語群：1) 40     2) 50       3) 60     4) 70                                                  

  ４）日本人の体格に適した調理台の標準的な高さは Ｇ ㎝であり、洗面台の高さはそれよりやや低く Ｈ  cm

が望ましい。 

    語群：1) 65     2) 75       3) 85     4) 95                                                     

 ５）リビングのソファのセンターテーブルの標準的な高さは I ㎝、和室の座卓の標準的な高さは Ｊ ㎝であ

る。 

    語群：1) 20     2) 35       3) 45     4) 60                                              

 

05．次のインテリア計画の記述の Ａ ～ Ｊ に最も適切なものをそれぞれの語群から選び、解答欄の番

号にマークしなさい。 

 １）人が入って使用する部屋状の収納スペースを Ａ という。主に衣類の保管や整理などに用いられ、 Ｂ    

   に隣接させて計画することが多い。 

    語群：1)リビングルーム  2)ユーティリティー  3)寝室    4)ウォークインクロゼット                                                     

 ２） Ｃ 、洗面脱衣室、トイレなど水回りの衛生設備のある住空間を Ｄ という。 

    語群；1)キッチン  2)サーキュレーションスペース  3)浴室   4)サニタリースペース              

 ３）洗濯、乾燥、アイロン掛け、衣類の繕いなど家事作業をする部屋を Ｅ という。 Ｆ や勝手口に隣接し

て設計することが多い。 

     語群: 1)リビング  2)玄関  3)ユーティリティー    4)キッチン                                                           

 ４）キッチンレイアウトを行なう際に、冷蔵庫と Ｇ 、レンジの前面中心位置の３点を結ぶ直線または三角形 

を Ｈ という。この三辺の距離の合計が少なければ作業効率の高いレイアウトとされている。 

 語群：1)食器棚  2)シンク  3)ワークトライアングル  4)ペニンシュラ型                                    

 ５）玄関、廊下、階段などを称して Ｉ という。コンパクトな住宅にするにはこうした要素をできるだけ省き、 

 Ｊ を中心に個室を隣接して繋げるホール型にするとよい。 

 語群：1)サーキュレーションスペース  2)コミュニケーションスペース  3)廊下   4)ＬＤＫ                                      
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06．住空間の色彩計画に関する記述の Ａ ～ Ｈ に最も適切なものを下記語群から選び、解答欄の番号

にマークしなさい。 

１)  Ａ は通常長い間変えることがなく、最も広い面積（約 70％）を占める床、壁、天井に使われ、部屋全体 

のイメージを左右する背景色となる。見た目の安定感から、高い位置にある天井や壁には明るい Ｂ の色 

が、逆に低い位置にある床には落ち着いた Ｃ  の色が選ばれることが多い。このとき、両者の色はいずれ 

も Ｄ  でまとめると、無難であきのこない、落ち着いたインテリアを作ることができる。 

２)  Ｅ  は比較的取り替えのしやすい中面積（約 25％）を占める建具やカーテン、家具、ソファの張り地、ベ 

ッドスプレッドなどに使われ、この部屋の特徴を演出する最も重要な色であり、部屋の性格や想定するイメ 

ージに応じた色彩で、よく Ｆ の色が採用されることが多い。逆にこの  Ｅ  を元にして Ａ の色相を 

決めることもよくある。 

３)  Ｇ は最も小面積（約 5％）を占めるクッションやテーブルクロス、アクセサリー、壁面の絵画などに使 

われ，小面積ながら部屋全体を引き締める効果があり、より際立たせる目的で対比色相の Ｈ の色が使わ 

れることが多い。 
 

 

 

 

 

07. 次の室内環境に関する記述のうち、正しいものには「1」、正しくないものには「2」を解答欄にマー

クしなさい。 

Ａ）人間が暑さ、寒さを感じる室内環境要素は、温度と湿度である。 

Ｂ) 地球を取り巻く大気によって十分に拡散された直射日光以外の光で、室内に取り入れるのに適した光を天空 

光といい、昼間の明るい空を利用して、窓から室内に光を取り入れることを採光という。 

Ｃ) 室内のある点での明るさ(受照点照度)と、そのときの空全体の明るさ(全天空照度)の比を百分率で表したも

のを日照率という。日照率は、同じ大きさの窓であれば高い位置に設けた方が高くなり、室内は明るくなる。 

 Ｄ) 自然換気は、室内と室外の温度差でも起こり、これは重力換気とも言われている。 

Ｅ) 機械換気方式において、換気扇を排気口に付け室内を負圧にして換気を行うタイプは第 2種換気方式である。 

  Ｆ) 室内の換気量は、一般に換気回数で表され、これは室容積を 1時間あたりの換気量で割ったものである。 

Ｇ）壁体内部の結露を防止するために、室内側に防湿層、室外側に断熱材を設けるとよい。 

 Ｈ）音の響き具合を示す残響時間は、音を突然止めて、室内の音圧レベルが元の音圧レベルから 30 デシベル(db) 

下がるまでの秒数で表す。 

 Ｉ) 残響時間は壁や天井の吸音性能が等しい場合には、容積が大きいほど短くなる。 

Ｊ）通風は室内に風を導くことによって、人体から発汗作用による気化熱を奪い、体温調節の役目を果たす。ま 

た、建築各部から余分な湿気を取り去って室内を乾燥させ、木部などを腐敗から護る役目もある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

語群 1)アクセントカラー（強調色）    2)ベースカラー（基調色）     3)アソートカラー（配合色）

4)高明度低彩度                 5)中明度高彩度             6)低～中明度低彩度      

7)中明度中彩度                  8)同色相の明暗       
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08．次の和室造作の「室内」（Ａ～Ｊ）と「天井下地・床下地組」（Ｋ～Ｔ）に該当する部位名称を、それ

ぞれの下記語群から選び解答欄の番号にマークしなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

室内 語群：1) 敷居    2）回り縁  3）鴨居      4）竿縁      5）竿縁天井  

6) 長押    7）床框   8）落し掛     9）欄間      10）吊束 
 

天井下地 

床下地組 

語群：1) 野縁    2）吊木    3）桁（梁）   4）吊木受け   5）野縁受け  

6) 根太    7）土台   8）大引      9）床束      10）根からみ 

 

09．次の塗料、塗装に関する記述に対し、最も適切なものを下記語群から選び、解答欄の番号にマーク 

しなさい。 

 Ａ）日本の伝統的な塗料であり、天然樹脂塗料の代表的なもの。常温多湿での乾燥が条件であり、成分はかぶれ 

の原因になるが、高級家具や美術工芸品に用いられ、手入れに時間がかかる。 

 Ｂ）ラッカーをシンナーで溶かして刷毛やスプレー塗りする。透明な仕上げが得られ、塗膜の仕上がりにしっと 

りとしたぬくもりがある。木材に塗ると濡れ色になり、木目が強調される。乾燥が早く作業性が良いので、 

現場塗装に適している。 

 Ｃ）高級な塗装として知られる。チリやゴミを嫌い、硬化後は塗膜が硬く耐水性、耐摩耗性に優れる。家具や木 

製の床、框、カウンターなどの塗装に用いられる。 

 Ｄ）一般に水性エマルジョンペイントと呼ばれている。安価で種類が多く、広く内装に使われている。耐水、耐 

アルカリ性についてはやや劣るが、有機溶剤を含まないため、無臭で無公害なので、良く用いられる。 

 Ｅ）戦後デンマークで開発された手法で、木材の自然で柔らかなしっとり感を最大限生かした塗装である。素地 

に油を浸透させて拭き取り、表面に塗膜を残さず、艶の少ない仕上げ効果が得られる。  

語群：1)ポリウレタン  2)オイルフィニッシュ  3)クリアラッカー   4)漆   5)油性ペイント  

6)合成樹脂エマルジョンペイント 2種    7)塩化ビニル樹脂エナメルペイント                
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10．次のインテリア材料に関する記述の Ａ ～ Ｊ に最も適切なものをそれぞれの語群から選び、解答 

欄の番号にマークしなさい。 

 １）一般的に木材の強度は、  Ａ が大きいほど強い。 

    語群：1)年輪幅   2)気乾比重     3)樹齢                            

 ２）板材は、樹皮に近い方の面を Ｂ と呼ぶ。 

    語群：1)木表     2)木裏         3)柾目                           

 ３）普通合板は薄い単板を Ｃ 枚、繊維方向を直交させて貼り合わせた板材である。 

    語群：1)同数     2)偶数         3)奇数                           

 ４）次の化粧合板のうち、最も表面が傷つきにくいのは Ｄ 化粧合板である。 

    語群：1)天然木   2)ポリエステル   3)メラミン                            

 ５）次の木質ボードのうち、家具の扉や側板の芯に不適当なものは Ｅ である。 

    語群：1)集成材    2)ＭＤＦ       3)インシュレーションボード                    

 ６）鋼の１／３と軽く、耐食性、加工性に富むが、アルカリに弱い。サッシュやテーブルエッジ、椅子のフレー 

ムのほか、鋳物として椅子やテーブルの脚、ベースなどにもよく用いられるのは Ｆ である。 

    語群：1)アルミニウム   2)ステンレス   3)シンチュウ(黄銅)                   

７）銅に 30～40％の亜鉛を加えたもので、圧延、引き抜きなど、加工性が容易で耐食性に富み、表面にクロムや 

ホワイトブロンズメッキ仕上げを施し、家具用金物として利用されるのは Ｇ である。 

  語群：1)アルミニウム   2)ステンレス   3)シンチュウ(黄銅)                  

８）繊維強化プラスチックといわれ、不飽和ポリエステル樹脂にガラス繊維を付加し、素材の耐衝撃性や耐疲労

性を高めたもので、シェル構造の椅子やバスタブなどの構造用材に利用されているのは Ｈ である。 

  語群：1)ＡＢＳ樹脂    2)ＦＲＰ     3)ポリカーボネート                  

９）衝撃強さと、引張り強さのバランスのとれた高分子化合物で、ガラスに近い透明度があり、安全ガラスの代

用などに利用される樹脂は Ｉ である。 

  語群：1)ポリカーボネート 2)アクリル樹脂  3)ＦＲＰ                             

10）石質は緻密で硬く、耐磨耗性、耐久性に富み、吸水率は小さい。磨けば光沢を発し色調も美しく、建築の内・

外装壁、床、階段、そしてテーブルや飾り棚の天板などにも広く使われているのは Ｊ である。 

  語群：1)安山岩(鉄平石など)  2)花崗岩(みかげ石)  3)大理石                   

 

11．次のウインドウトリートメントの記述に対し、最も適切なものをそれぞれの語群から選び、解答欄

の番号にマークしなさい。 

 Ａ）カーテンを束ねるために用いられるもので、カーテンと同じ生地で作られることが多い。 

       語群：1)タッセル          2)トリム         3)バランス                            

 Ｂ）ポールなどに通して、窓を部分的に覆うように取り付ける丈の短いカーテン。 

     語群：1)ショートカーテン      2)カフェカーテン     3)ポールカーテン                          

 Ｃ) 縦の短冊上の布で構成されたブラインドで、布の角度調節をすることでプライバシーを守りながら光を取り

入れることが出来る。 

     語群：1)バーチカルブラインド    2)ベネシャンブラインド  3)ストレートブラインド              

 Ｄ）中央を1本の紐で引き上げ裾をつまみ上げて、柔らかいヒダができる美しいスタイル。 

 語群：1)バルーンスタイル      2)ピーコックスタイル   3)ムーススタイル             

 Ｅ）レースの裏面に光沢のある糸を使用し、光を反射することで日中屋外から室内をみえにくくするカーテン。 

     語群：1)ウェーブロンレースカーテン 2)ミラーレースカーテン  3)ボイルカーテン            
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12．次のカーペットの記述に対して、正しいものは「1」、間違っているものは「2」を、解答欄の番号 

  にマークしなさい。 

 Ａ）羊毛などを用いて縦糸に1本1本手で結びつけて織り上げた絨毯を「緞通（だんつう）」という。 

 Ｂ）機械織りの主流となっているタフテッドカーペットは基布にミシン針で差し込んで作られる。 

 Ｃ）ハードツイストカーペットは弾力性・耐久性をあげるため、パイル糸に上から圧力をかけている。 

 Ｄ）ウィルトンカーペットは20 色以上の色で柄を多彩に織り上げるカーペットである。 

 Ｅ）パイルの長さが10ｍｍ前後と短く、弾力のある絨毯をシャギーという。 

 

13．次の図は建築化照明の方法を示したものである。名称および特徴欄から最も適切なものを選び、解 

答欄の番号にマークしなさい。 

     

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

                        

名  称 

 

特          徴 

１ コーニス照明 １ 
トップライト(天窓)で昼光を採り、夜間には天窓部に取り付けた光源で照射
する。昼間の開放感を夜間でも演出することができる。 

２ 光天井照明 ２ 
壁や折り上げ天上のコーナーに光源を隠す幕板を設置して天井面を照らし、
天井面からの間接光で柔らかな明るさを得る方法。幕板の形を工夫したり天
井面を曲面にするなど、さまざまに演出することができる。 

３ 
スカイライト 
照明 

３ 
天井面に配置した光源を半透明のプラスチック板などで覆って、柔らかい光

で室内を均一に照射する方法。 

４ バランス照明 ４ 
天井と壁のコーナーに幕板や凹部を設け、壁面を照らす方法。室内は壁面から
の間接光で柔らかな明るさが得られる。壁面の素材や隠蔽部の形などでさま
ざまな効果を演出することができる。 

５ コーブ照明 ５ 
壁面に幕板を設置し、その内側に光源を隠し、壁の上下を照射する方法。幕板
の位置や形によるさまざまなバリエーションをデザインすることができる。 

 

14．次の照明設備に関する説明文に対し、最も適切なものをそれぞれの語群から選び、解答欄の番号にマ

ークしなさい。 

Ａ）蛍光灯の特徴の説明として不適切なものは次のうちどれか。 

   語群：1)放電系の光源        2)調光できない      3)拡散型の照明に向いている                      

Ｂ）住宅用ダウンライトの光源として不適切なものは次のうちどれか。 

   語群：1)ＨＩＤ ランプ    2)蛍光灯          3)ＬＥＤ                         

Ｃ）照明器具に用いられる光源のうち、白熱系に分類されるものはどれか。 

   語群：1)ハロゲンランプ    2)蛍光ランプ      3)電球型ＬＥＤ                                         

Ｄ）一般のＬＥＤ光源の特徴として適切なものは、次のうちどれか。 

   語群：1)消費電力が大きい   2)紫外線が発生する  3)寿命が長い                    

Ｅ）壁付き照明器具の名称は、次のうちどれか。 

   語群：1)シーリングライト    2)ブラケット      3)ペンダント                   
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15．次の図は、ＬＥＤ照明を組みこんだ収納家具の断

面図で、実際には、一つの家具にこの全てを取り

付けることはないと思われるが、模式的に表現し

たものである。図のＡ～Ｅの説明文として最も適

切なものを記述欄から選び、解答欄の番号にマー

クしなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16．次の住宅設備に関する記述に対し、最も適切なものをそれぞれの語群から選び、解答欄の番号にマー

クしなさい。 

Ａ）リフォームやリノベーションの時に入れ替えやすいユニットバス 

   語群：1)フルユニットタイプ   2)キュービックタイプ  3)ノックダウンタイプ           

Ｂ）水深が浅く、足を伸ばして入浴できるサイズで、満水量が少なめの浴槽タイプ 

   語群：1)洋風                   2)和風                 3)和洋折衷                  

Ｃ）木造住宅のユニットバスの大きさで、芯々1820ｍｍで囲まれた柱間に納まるサイズ 

   語群：1)1 坪タイプ             2)1.25 坪タイプ        3)1.5 坪タイプ                 

Ｄ）浴槽の裏側を隠すため、洗い場に面する方向に設えられる立ち上がり部の名称 

   語群：1)エプロン               2)上縁面               3)壁付面                    

Ｅ）20 号のガス給湯器で 20 リットルの水の水温を 1分間に上昇させる温度 

   語群：1)16 度                  2)25 度                3)32 度                                   

 

記  述 

1) 主に天板上に置かれるものの演出のためのアッ

パーライト。背板の仕上げ素材によって異なる

効果が得られる。 

2) アクセントと陳列品の演出としての棚板の小口

が光るエッジライティング。 

3) 床面の補助照明と家具の演出を兼ねる。光源や

反射光が映り込まない床素材や仕上げを考慮す

る必要がある。  

4) 壁面と天井を照らす間接照明。主照明の補助と

家具の演出を兼ねる。光源が直接見えない家具

の高さと空間条件が前提となる。  

5) 陳列品のスポット的演出や、天板上での作業を

伴う際の手元補助光。 
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語 句 
カテゴリー 

17.次のカテゴリー別に分けたインテリア・アクセサリーの語群の中で、最も関係のないもの一つを選び、

解答欄の番号にマークしなさい。 

 
 

 １ ２ ３ ４ ５ 

Ａ インテリアグリーン ポトス サンセベリア カメリア ストレチア モンステラ 

Ｂ フラワーアレンジメント 水 盤 剣 山 
フローラルフ

ォーム 
表 装 コンポート 

Ｃ アート作品 リトグラフ 写 真 
ポスターカラ

ー 
ポートレート ステンシル 

Ｄ テーブルコーディネート カトラリー 折 敷 
アンダープレ

ート 

トップトリー

トメント 
タンブラー 

Ｅ 
ベッド廻りのリネンアイ
テム 

コンフォータ

ーケース 
ケースメント ピローケース 

ベッドスプレ

ッド 
クッション 

 

18．次の住宅に関連する建築基準法等に関する記述の Ａ ～ Ｊ に最も適切な数値を語群から選び、解

答欄の番号にマークしなさい。 

１) 階段の蹴上は 23ｃｍ以下、踏み面は Ａ 以上とする。 

   語群：1）15 ㎝   2）18 ㎝   3）25 ㎝                              

２）一般の住宅の階段の有効幅は Ｂ 以上とする。 

   語群：1）75 ㎝    2）80 ㎝    3）90 ㎝                              

３）回り階段の踏面の奥行き寸法は、狭い方から Ｃ の位置で測る。 

   語群：1）15 ㎝   2）30 ㎝     3）40 ㎝                               

４）階段室に設ける手摺の出幅が Ｄ 以内であれば，ないものとみなして階段の有効幅を決めることができる。 

   語群：1）10 ㎝   2）15 ㎝     3）20 ㎝                             

５）屋上やバルコニー、吹き抜け周りの手摺の高さは Ｅ 以上とする。 

   語群：1）90 ㎝   2) 100 ㎝   3）110 ㎝                             

６）居室はその床面積の Ｆ 以上の採光のための開口部を設ける。 

   語群：1）1/5    2）1/7     3）1/10                                

７）採光に有効な部分に天窓（トップライト）があれば、その面積の Ｇ 倍の面積を有効とする。 

   語群：1）2      2）3        3）4                                 

８) 居室に必要な換気のための窓または、開口部の面積はその部屋の床面積の Ｈ 以上とする。 

   語群：1）1/10   2）1/15     3）1/20                                 

９）内装制限でいう不燃材の下がり壁は、内装制限を受ける側の天井面から Ｉ 以上とする。 

   語群：1）30 ㎝    2）40 ㎝     3）50 ㎝                             

10）居室の平均天井高さは Ｊ 以上とする。 

   語群：1）2.0ｍ   2）2.1ｍ    3）2.2ｍ                             
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